
村瀬万葉集の背山・抹山一吉野の妹山・背山をめぐって一

万
葉
集
の
背
山
・
妹
山

i
吉
野
の
妹
山
・
背
山
を
め
ぐ
っ
て

i

は
じ
め
に

万
葉
集
に
は
背
山
・
妹
山
を
詠
ん
だ
歌
が
十
五
首
収
め
ら
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
紀
伊
国
の
背
山
・
妹
山
(
和
歌
山
県
伊
都

郡
か
つ
ら
ぎ
宵
)
を
詠
ん
だ
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

の
十
五
首
の
中
の
一
首
に
つ
い
て
は
、
紀
伊
国
の
背
山
・
妹
山

に
あ
ら
ず
、
と
い
う
主
張
を
真
正
面
か
ら
展
開
し
た
重
厚
な
論

文
(
稲
岡
耕
二
「
大
名
持
神
社
と
入
麻
呂
歌
集
i

人
麻
呂
の
工

一
房
を
探
る
(
其
の
一
二
)
|
)
(
『
高
葉
」
第
一
八
八
号
、
高
葉
学

会
、
二

0
0
四
年
六
月
、
立
j
必
頁
。
以
下
稲
再
論
文
と
呼

ぶ
)
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は
柿
本
朝
臣
人
蘇
呂
歌
集
所
出
の

歌
で
、
巻
七
の
「
霧
旅
に
し
て
作
る
」
の
項
に
配
量
さ
れ
た
次

の
歌
(
以
下
、
当
該
歌
と
呼
ぶ
)
で
あ
る
。

お
ほ
あ
な
み
ち
す
く
な
み
か
み

大
穴
道
心
/
御
神
の
作
ら
し
し
妹
勢
能
山
を
見
ら
く
し
よ

し

も

(

⑦

一

二

四

七

)

ネす

夫

瀬

憲

揺
両
論
文
は
、
こ
の
当
該
歌
に
詠
ま
れ
た
「
妹
勢
能
山
」
と

は
、
吉
野
の
妹
山
・
背
山
で
あ
る
と
論
じ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
前
稿
(
「
妹
勢
能
山
詠
の
諸
問
題
」
(
「
高
葉
集

研
究
』
第
幻
集
、
塙
書
房
、
二

O
O
五
年
六
丹
、
総

i
m
頁。

以
下
村
瀬
前
稿
と
呼
ぶ
)
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
理
由
を
付

し
て
、
当
該
歌
の
「
妹
勢
能
山
」
を
吉
野
の
そ
れ
と
認
定
す
る

こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
と
述
べ
た
。

村
瀬
前
稿
で
は
論
文
題
巨
が
示
す
よ
う
に
、
「
妹
勢
能
山
詠
」

の
開
題
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
論
じ
た
。
本
稿
で
は
当
該
歌
の

「
妹
勢
能
山
」
が
吉
野
の
そ
れ
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
開
題
に

執
し
て
、
あ
ら
た
め
て
吉
野
の
妹
山
・
背
山
の
実
態
を
観
察
し
、

も
っ
て
、
当
該
歌
の
「
妹
勢
能
山
」
は
吉
野
の
そ
れ
で
あ
る
と

は
考
え
が
た
い
と
い
う
前
槙
の
主
張
を
再
確
認
す
る
。

-1-
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問
題
点
の
確
認

よ

ろ

い

も

3
宜
し
な
へ
我
が
背
の
君
が
負
ひ
来
に
し
こ
の
勢
能
山
を
妹

と
は
呼
ば
じ

す
で
に
村
瀬
前
積
で
述
べ
た
こ
と
と
重
な
る
が
、
当
該
歌
の

「
妹
勢
能
山
」
の
所
在
を
確
認
す
る
必
要
が
な
ぜ
あ
る
の
か
、

そ
の
問
題
点
の
あ
り
か
を
ま
ず
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
万
葉
集
中
の
背
山
・
妹
山
を
詠
ん
だ
歌
、
十
五
首
を
列

挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
作
歌
年
代
の
記
さ
れ
た
も
の
乃

至
法
推
定
で
き
る
も
の
を
沼
迂
年
代
顕
に
並
べ
、
そ
の
後
に
作

歌
年
代
不
詳
の
も
の
を
巻
毎
の
配
列
顕
に
並
べ
、
通
し
番
号
を

付
し
た
。

き

ぢ

ー
こ
れ
や
こ
の
大
和
に
し
て
は
我
が
恋
ふ
る
紀
路
に
あ
り
と

い
ふ
名
に
負
ふ
勢
能
山
(
①
三
五
、
河
関
皇
女
、
持
続
四
年
六
九
C
)

(
③
二
八
六
、
春
ヨ
蔵
老
、
持
続
・
文
武
朝
)

お
ほ
き
す
め
ら
み
こ
と

大
宝
元
年
辛
丑
の
冬
の
十
月
に
、
太
上
天
皇
・

さ
き
の
す
め
ら
み
こ
と

大
行
天
皇
、
紀
伊
国
に
幸
す
時
の
歌
十
三
首
(
う
ち

の
二
百
)も
み

ち

つ

ね

か

み

を

か

4
勢
能
出
に
黄
葉
常
敷
く
持
関
の
山
の
黄
葉
は
今
E
か
散
る

ら
む

(
⑤
一
六
七
六
、
作
者
未
詳
、
大
宝
一
克
年
七
O
一

)

小
田
事
の
勢
能
山
の
歌
一
首

5
亘
(
木
の
葉
の
し
な
ふ
勢
能
山
し
の
は
ず
て
我
が
越
え
行
け

ば
木
の
葉
知
り
け
む
(
③
二
九
一
、

-2-

た
ぢ
ひ
の
ま
ひ
と
か
さ
ま

丹
比
真
入
笠
麻
呂
、
紀
伊
国
に
往
き
、
勢
能
山
を
越

ゆ
る
時
に
作
る
歌
一
首

2
た
く
ひ
れ
の
懸
け
ま
く
欲
し
き
妹
の
名
を
こ
の
勢
能
山
に

か
け
、
江
い
か
に
あ
ら
む

(
③
二
八
五
、
丹
比
笠
麻
呂
、
持
続
・
文
武
朝
)

小
田
事
、

文
武
・
元
明
朝
)

神
亀
一
瓦
年
甲
子
の
冬
の
十
月
に
、
紀
伊
国
に
幸
す
時

あ
と
ら

に
、
従
駕
の
入
に
贈
ら
む
た
め
に
娘
子
に
読
ヘ
ら
れ

て
笠
朝
臣
金
村
の
作
る
歌
一
首
言
語
教
(
う
ち
の
第
一
短

か
す
が
の
く
ら
お
ぴ
と
お
ゆ

春
E
蔵
言
老
、

歌
)

6
後
れ
居
て
恋
ひ
っ
つ
る
ら
ず
は
紀
伊
の
冨
の
妹
背
乃
山
に

部
ち
和
ふ
る
歌
一
首
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あ
ら
ま
し
も
の
を
(
窃
五
呂
田
、
笠
金
村
、
神
亀
元
年
七
一
一
図
)

あ
き
ご
ろ
も

7
麻
衣
着
れ
ば
な
つ
か
し
紀
伊
の
冨
の
妹
背
之
山
に
蘇
蒔

わ
ぎ
も

く
我
妹(
⑦
二
九
五
、
藤
原
郷
、
神
亀
一
冗
年
七
二
回
〔
誰
定
〕
)

き

ぢ

ふ

た

か

み

や

ま

い

も

S
紀
伊
道
に
こ
そ
妹
山
あ
り
と
い
ヘ
玉
く
し
げ
二
上
山
も
妹

こ
そ
あ
り
け
れ

(⑦一

O
九
八
、
作
者
未
詳
)

9
勢
龍
山
に
直
に
向
へ
る
妹
之
山
こ
と
許
せ
や
も
打
構
渡
す

(
⑦
二
九
三
、
作
者
未
詳
)

m人
に
る
ら
ば
母
が
愛
子
そ
品
さ
も
よ
し
紀
の
川
の
辺
の
妹

与
背
之
山

(
⑦
一
二

O
九
、
作
者
未
詳
)

わ
ぎ
も

日
我
妹
子
に
我
が
恋
ひ
行
け
ば
と
も
し
く
も
並
び
居
る
か
も

妹
与
勢
能
山

(
舎
二
二

O
、
作
者
未
詳
)

立
妹
に
恋
ひ
我
が
越
え
行
け
ば
勢
能
山
の
妹
に
恋
ひ
ず
て
あ

る
が
と
も
し
さ

(
⑦
一
二

O
八
、
作
者
未
詳
)

日
妹
が
あ
た
り
今
そ
我
が
行
く
巨
の
み
だ
に
我
に
克
え
こ
そ

言
需
は
ず
と
も

(
⑦
三
二
一
、
作
者
未
詳
)

お
は
あ
な
み
ち
す
く
な
み
か
み

U
H

大
穴
道
少
鐸
神
の
作
ら
し
し
妹
勢
能
山
を
晃
ら
く
し
よ

し
も

(
⑦
一
二
四
七
、
柿
本
朝
臣
入
蘇
呂
歌
集
)

あ

は

ぴ

た

ま

ひ

司

日
紀
伊
の
国
の
浜
に
寄
る
と
い
ふ
鰭
玉
拾
誌
む
と
言

ひ

て

妹

乃

山

勢

能

山

越

え

て

行

き

し

君

い

つ

来
ま
さ
む
と
玉
祥
の
道
に
出
で
立
ち
夕
占
を
我

が
間
ひ
し
か
、
ば
・
・
・
・
・
・

(
⑬
三
三
一
八
、
作
者
未
詳
)

-3-

村
瀬
前
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
ー
か
ら
7
ま
で
は
、
作
歌

年
代
の
迂
ぼ
認
定
で
き
る
も
の
を
そ
の
年
代
顕
に
並
べ
た
も
の

で
、
そ
の
歌
の
様
相
を
観
察
す
る
と
、
歌
に
妹
山
の
名
が
初
め

て
見
え
る
の
は
8
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
あ
わ
せ
て

2

と
3
の
歌
の
、
背
山
の
名
称
替
え
を
め
ぐ
っ
て
の
二
人
の
や
り

取
り
の
内
容
を
考
意
す
る
と
、
妹
山
の
出
現
過
程
は
次
の
よ
う

に
推
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
も
と
も
と
存
在
し
た
の

は
「
セ
ノ
ヤ
マ
」
(
『
日
本
書
紀
」
大
化
二
年
〔
六
四
六
〕
正
月
一

日
条
に
「
兄
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
)
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
セ



2007. 3 18巻 2号文学・芸術・文イヒ

ノ
ヤ
マ
」
の
「
セ
」
に
「
背
」
の
連
想
が
及
び
、
さ
ら
に
そ
の

Z
H」
と
の
連
想
で
「
妹
」
が
浮
上
し
、
そ
の
先
に
「
妹
山
」

の
出
現
を
み
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
犬
養
孝
「
妹
と
背
の
山

考
i

旅
ご
こ
ろ
i

」
2
高
葉
の
嵐
土
」
〔
続
〕
、
塙
書
一
房
、
一
九
七

二
年
一
月
、
間

i
m
頁
。
初
出
は
一
九
六

O
年)。

以
上
に
よ
っ
て
、
歌
に
妹
山
が
出
現
し
て
く
る
の
は
万
葉
集

第
三
期
以
降
で
あ
る
と
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
こ

う
し
た
時
間
軸
に
沿
っ
て
見
た
時
、
問
題
の
残
る
歌
が
一
首
存

在
す
る
。
そ
れ
が
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
、
口
比
の
揖
本
人

麻
呂
歌
集
一
昨
出
の
一
二
四
七
番
歌
で
あ
る
。
人
麻
呂
歌
集
所
出

歌
が
天
武
・
持
続
輯
初
期
の
作
で
・
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

よ
う
な
古
い
時
期
に
詠
ま
れ
た
当
該
歌
に
、
「
妹
山
」
の
存
在

が
認
め
ら
れ
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
当
該
歌
を
特
に
検
討
す
る

所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。

こ
の
問
題
へ
の
解
答
は
五
つ
迂
ど
用
意
で
き
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
①
上
述
の
時
間
軸
を
否
定
す
る
か
、
②
当
該
歌
の
「
妹
勢

能
山
」
を
他
の
一
四
首
(
紀
伊
国
の
山
と
考
え
ら
れ
る
)
と
は

別
の
土
地
の
山
で
あ
る
と
考
え
る
か
、
③
一
五
首
と
も
紀
伊
国

の
同
じ
山
を
詠
ん
で
い
る
が
、
当
時
の
膨
大
な
時
間
と
空
間
の

広
が
り
を
考
麗
す
る
と
、
歌
と
歌
が
互
い
に
没
交
渉
の
ま
ま
で

詠
ま
れ
た
可
龍
性
も
あ
る
と
考
え
る
か
、
小
宮
当
該
歌
の
作
歌
時

期
を
万
葉
集
第
三
期
以
降
ま
で
下
、
げ
る
か
、

e椋
本
人
麻
呂
歌

集
歌
の
一
筋
の
縄
で
は
話
り
き
れ
な
い
、
多
様
な
実
態
を
考
麗

す
る
か
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
謡
同
論
文
の
解
答
は
、
②
す
な
わ
ち
、
当
該
歌
は
他

の
一
四
首
と
は
異
な
る
土
地
の
山
、
す
な
わ
ち
吉
野
の
妹
山
・

背
山
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
該
歌
の
「
嫁
勢
能

山
」
が
、
紀
伊
国
の
そ
れ
で
は
な
く
、
吉
野
の
そ
れ
で
あ
る
な

ら
ば
、
上
述
の
紀
伊
国
の
背
山
・
妹
山
一
誌
の
時
間
軸
か
ら
外
れ

て
も
何
ら
問
題
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
村
瀬
話
稽
は
舎
も
し
く
は
③
の
可
能
性
を
探
っ
た
。

万
葉
集
編
纂
論
の
一
環
と
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
ご
参
照
を
乞

い
た
い
。

-4-

吉
野
の
妹
山
・
青
山

で
は
本
稿
の
主
題
に
入
っ
て
、
当
該
歌
の
「
妹
勢
能
山
」
が

吉
野
の
そ
れ
で
あ
る
と
認
定
で
き
る
の
か
否
か
の
検
討
を
す
る
。

稲
岡
論
文
が
吉
野
説
を
主
張
す
る
に
際
し
て
、
有
力
な
拠
り

所
と
し
た
の
が
、
和
国
享
「
倭
成
す
大
物
主
神
」
(
『
大
美
和
」

第
一

O
五
号
、
大
神
神
社
、
二

O
O
三
年
七
月
、
必

i
路
頁
)

で
あ
っ
た
。
和
国
論
文
は
三
輪
出
(
大
和
)
の
大
物
主
神
と
、
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出
雲
の
大
国
主
神
(
大
己
責
神
)
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
考
察

を
展
開
し
た
論
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
出
雲
国
造
神
賀
語
」
の

次
の
記
述
に
注
目
し
た
。

す
な
は
ち
大
な
も
ち
の
命
の
申
し
た
ま
は
く
、
基
離

分
現
韻
割
引
剖
討
討
対
韻
叫
国
司

d
制
リ
寸

1
4紘飾

品
群
冷
静
舗
は
割
引
静
司

4
3望
3

刻
科
社
封
併
斜
計
組
制
韓
ぺ
寸
1
建
僻
時
は
掛
詞
岱
は
斡

剖
、
己
命
の
御
子
あ
ぢ
す
き
高
ひ
こ
ね
の
命
の
御
魂
を
、

葛
本
の
鳴
の
神
な
び
に
坐
せ
、
事
代
主
の
命
の
御
魂
を
う

な
て
に
坐
せ
、
か
ゃ
な
る
み
の
命
の
御
魂
を
飛
鳥
の
神
な

す
め
み
ま

び
に
坐
せ
て
、
皇
孫
の
命
の
近
き
守
神
と
貢
り
置
き
て
、

八
百
丹
杵
築
の
宮
に
静
ま
り
ま
し
き
。

和
田
論
文
は
傍
線
部
に
つ
い
て
「
三
輪
出
の
大
物
主
神
と
は
、

出
雲
の
大
己
書
(
神
の
和
魂
を
八
足
鏡
に
取
り
一
託
け
た
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
主
張
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
、
そ
こ
に

「
出
雲
の
信
抑
が
畿
内
、
特
に
大
和
に
強
く
及
ん
だ
こ
と
が

あ
っ
た
」
こ
と
を
読
み
、
そ
の
ひ
と
つ
の
具
体
的
な
事
象
と
し

て
、
吉
野
の
妹
山
の
麓
に
あ
る
「
大
名
持
神
社
」
(
大
和
国
吉
野

郡
、
祭
神
は
出
雲
の
大
己
責
神
〔
大
国
主
神
〕
)
の
存
在
を
指

摘
し
た
。
こ
の
「
大
名
持
神
社
」
は
、
神
名
帳
に
「
吉
野
郡
十

座
」
の
ひ
と
つ
と
し
て

オ
ホ
ナ
モ
チ

大
名
持
神
社
〔
名
神
大
。
月
次
新
嘗
〕

(
『
延
喜
式
」
巻
第
九
〔
神
祇
〕
「
持
名
」
)

と
記
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
式
内
社
で
あ
る
。
ま
た
清
和
天
皇
員

観
一
冗
年
(
八
五
九
)
正
月
廿
七
日
に
行
わ
れ
た
、
諸
国
の
神
々
へ

の
進
階
・
新
叙
の
記
述
の
中
に
次
の
よ
う
に
見
え
、
大
和
国
大

己
責
ノ
神
は
大
神
大
物
主
神
よ
り
も
社
階
が
高
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
廿
七
日
甲
申
。
京
畿
七
道
諸
神
進
レ
階
及
新
叙
。
惣
二
百

六
十
七
社
。
奉
レ
授
一
一
・
・
・
・
・
・
対
梢
国
側
寸
国
対
日
貴
州
何

回
」
倒
。
.
，

.... 伺
ユ
倒
剰
ユ
割
対
相
対
側
封
柑
。
従
二

世
勲
三
等
大
和
大
冨
魂
持
。
正
三
位
勲
六
等
石
上
持
。
正

三
位
高
鴨
神
並
縄
↓
出
。

.. 

(
「
日
本
三
代
実
録
」
〔
巻
二
〕
清
和
天
皇
員
麗

元
年
正
月
廿
七
日
条
)

そ
し
て
和
田
論
文
は
種
々
の
根
拠
(
和
国
論
文
を
直
接
参
照
さ
れ

た
い
)
を
付
し
て
、
「
出
雲
の
大
名
持
神
が
大
和
に
勧
議
さ
れ
た

の
は
斉
明
朝
の
時
代
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
指
摘
し
、
ま
た

「
斉
明
天
皇
の
時
代
に
吉
野
宮
が
造
営
さ
れ
、
後
の
持
統
天
皇

は
何
度
も
吉
野
宮
ヘ
行
幸
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
名
持
神
社
は
そ

の
行
幸
H
N
i
ト
上
に
あ
た
り
ま
す
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

稲
岡
論
文
は
、
以
上
の
和
国
論
文
の
指
摘
を
も
踏
ま
え
つ
つ
、
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当
該
歌
は
「
大
和
昌
吉
野
郡
の
大
名
持
神
社
の
社
殿
背
後
に
見

え
る
妹
山
と
、
吉
野
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
の
背
山
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ
っ
た
」
と
結
論
M

つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
吉
野
の
大
名
持
神
社
が
、
古
い
歴
史
と
高
い
格
式
を
有

す
る
神
社
で
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
で
は
神
社
の
背
後
に

あ
る
山
は
な
ぜ
「
妹
山
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
よ

う
に
呼
ば
れ
よ
う
に
な
る
の
は
、
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
の

か
。
天
武
・
持
続
朝
初
期
に
は
す
で
に
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

妹
山
は
現
在
「
妹
山
樹
叢
」
と
呼
ば
れ
、
「
全
出
が
特
有
の

林
棺
を
示
し
た
原
始
林
」
で
あ
り
、
「
昭
和
三
年
三
月
、
天
然

記
念
物
と
し
て
国
の
指
定
を
受
け
た
」
(
「
吉
野
町
史
」
〔
下
巻
)
、

吉
野
町
、
一
九
七
二
年
一
一
月
)
と
い
う
。
こ
れ
は
大
名
持
神
社

の
い
わ
ば
神
体
出
と
し
て
、
神
社
の
背
後
の
出
に
斧
銭
を
入
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
(
参
照
、
桐
井
雅
行
著

「
新
吉
野
紀
行
i

吉
野
路
七
十
二
景
i

」
倍
成
社
、
一
九
九
六

年
六
月
)
。
こ
の
よ
う
に
今
、
妹
山
と
呼
ば
れ
る
山
が
、
大
名

持
神
社
の
信
仰
と
と
も
に
子
篤
く
守
ら
れ
て
き
た
山
で
あ
る
こ

と
は
推
定
で
き
る
が
、
し
か
し
「
妹
山
」
と
い
う
名
称
の
由
来

は
確
認
で
き
な
い
。

明
和
九
年
(
一
七
七
二
)
年
三
月
に
吉
野
の
地
を
訪
ね
た
本

毘
宣
長
は
「
菅
笠
日
記
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

妹
青
山
は
い
づ
れ
ぞ
と
と
へ
ば
、
河
上
の
か
た
に
な
が

れ
を
へ
だ
て
て
、
あ
ひ
む
か
ひ
て
ま
ぢ
か
く
見
ゆ
る
山
を
、

東
な
る
は
妹
山
、
に
し
な
る
は
背
山
と
お
し
ふ
。
さ
れ
ど

ま
こ
と
に
こ
の
名
を
お
へ
る
山
は
、
き
の
国
に
あ
り
て
う

た
が
ひ
も
な
き
を
、
か
の
「
中
に
お
つ
る
吉
野
川
」
に
思

ひ
お
ぼ
れ
て
必
ず
こ
こ
と
さ
だ
め
し
は
、
世
の
す
き
も
の

の
し
わ
ざ
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど

妹
背
山
な
き
名
も
よ
し
ゃ
吉
野
川
ょ
に
な
が
れ
て
は

そ
れ
と
こ
そ
見
め

吉
野
の
妹
背
山
は
、
「
世
の
す
き
も
の
)
が
古
今
集
の
歌
に

「
思
ひ
お
ぼ
れ
て
」
、
後
世
に
名
付
け
た
山
の
名
に
過
ぎ
な
い
と

断
じ
て
い
る
。

一
方
、
桜
井
満
「
吉
野
の
風
土
!
神
位
境
前
後
i

」
(
桜
井

満
・
岩
下
均
編
「
吉
野
の
祭
り
と
伝
承
」
桜
棋
社
、
一
九
九
O

年
四
月
、

7

j
お
頁
)
は
、
「
妹
山
」
は
「
忌
山
」
の
転
誌
だ

と
み
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ち
ま
た

芋
峠
か
ら
千
股
に
下
り
、
上
市
か
ら
吉
野
川
沿
い
に
東
へ

一
キ
ロ
ほ
ど
上
る
と
、
吉
野
町
河
原
屋
の
妹
山
に
「
廷
喜

式
』
内
の
大
名
持
神
社
が
鎮
座
す
る
。
イ
モ
峠
の
名
は
庖

嬉
持
の
侵
入
を
防
ぐ
国
境
の
峠
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
あ
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村瀬

る
い
は
吉
野
の
神
な
び
の
山
と
い
う
べ
き
イ
モ
山
に
呼
応

す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
妹
山
」
は
「
忌
山
」
の
転
読
と

み
て
よ
く
、
聖
地
み
吉
野
に
入
る
「
忌
峠
」
だ
っ
た
か
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

大
名
持
神
社
は
清
和
天
皇
自
(
観
元
年
(
八
五
九
)
正
月

の
京
畿
七
道
諸
神
叙
笠
の
お
り
に
正
一
桂
に
な
っ
て
い
る
。

大
和
田
で
正
一
位
に
叙
さ
れ
た
の
は
大
己
責
神
だ
け
で
あ

る
。
ち
な
み
に
吉
野
郡
で
は
金
峯
神
社
が
正
三
世
、
丹
生

川
上
神
社
は
従
三
柱
、
吉
野
水
分
神
社
や
吉
野
山
口
神
社

は
正
五
位
下
に
そ
れ
ぞ
れ
叙
さ
れ
て
い
る
。
吉
野
郡
内
は

も
と
よ
り
大
和
司
第
一
の
神
階
で
あ
る
。
締
本
人
蘇
呂
歌

集
の
歌
に
、

大
汝
少
御
神
の
作
ら
し
し
妹
背
の
山
を
見
ら
く
し

よ

し

も

(

巻

七

の

一

二

四

七

)

と
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
早
く
か
ら
国
土
経
営
の
神

と
し
て
の
信
仰
が
篤
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
な
お
、

「
妹
背
の
山
」
は
吉
野
川
下
流
の
紀
の
川
沿
い
の
「
紀
の

国
の
妹
背
の
山
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
歌
は
「
大

汝
少
御
神
」
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
吉
野
と
み
て
よ
か
ろ

λ
ノ
。

万葉集の背山・嫁山一吉野の妹山・背山をめぐって

こ
の
よ
う
に
接
井
論
文
は
、
忌
山
の
転
読
し
た
妹
山
(
吉

野
)
が
、
大
名
持
神
社
と
関
連
m

つ
け
て
詠
ま
れ
た
の
が
当
該
歌

で
あ
っ
た
と
見
る
の
で
あ
る
(
な
お
、
桜
井
論
文
が
柿
本
人
廓

呂
歌
集
歌
の
作
歌
年
代
を
ど
の
時
期
に
置
い
て
い
る
の
か
は
不

明
で
あ
る
)
。

ま
た
土
ロ
野
の
大
名
持
神
社
の
地
を
中
心
と
し
て
展
開
す
る

「
大
汝
ま
い
り
」
の
民
裕
に
つ
い
て
調
査
・
考
察
を
し
た
、
菊
地

義
裕
「
大
汝
参
り
と
大
名
持
神
社
の
一
信
仰
」
(
桜
井
満
・
岩
下
均

編
『
吉
野
の
祭
ち
と
伝
承
」
〔
前
掲
y
m
m
j
氾
頁
)
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

大
名
持
持
社
に
は
、
シ
オ
ブ
チ
の
存
在
と
椙
侯
っ
て
、
水

と
か
か
わ
り
の
深
い
農
耕
神
的
性
格
が
看
取
さ
れ
る
の
で

あ
り
、
吉
野
の
地
主
神
的
性
格
を
も
っ
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
名
持
神
社
の
オ
ホ
ナ
モ
チ
は
、
上
代
の
文
献
に
散
見

す
る
オ
ネ
ナ
ム
チ
・
オ
ネ
ア
ナ
ム
チ
の
神
で
あ
り
、
ス
ク

ナ
ピ
コ
ナ
と
の
国
作
り
の
伝
承
が
名
高
い
。
「
万
葉
集
」
に

お

ほ

な

む

ち

す

く

な

び

こ

な

す

く

な

み

か

み

も
、
「
大
汝
少
彦
名
」
(
三
例
)
、
「
大
汝
少
御
神
」
(
一

例
)
の
語
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
寸
大
汝
」
と
「
少
彦
名
」

「
少
御
神
」
が
対
を
な
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
。
「
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
」
『
嵐
土
記
』
で
は
、
二
神
は
基
本
的
に
期
神

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
『
万
葉
集
」
の
四
例
が
一
本
す
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よ
う
に
、
民
間
に
あ
っ
て
は
二
神
を
一
体
の
も
の
と
見
る

思
考
が
あ
っ
た
の
で
為
ろ
う
。
「
万
葉
集
」
巻
七
の
入
麻
呂

歌
集
所
出
の
一
二
四
七
番
歌
に
誌
、
(
歌
省
略
i
村
瀬
注
)
と

あ
号
、
古
来
「
妹
背
の
出
」
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
紀
伊

と
も
吉
野
と
も
い
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
歌
が
享
受
さ
れ

る
な
か
で
、
大
名
持
神
社
の
告
停
も
展
開
し
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
。

世
潟
地
論
文
は
当
該
歌
を
吉
野
と
断
定
す
る
こ
と
に
辻
慎
重
で

あ
り
、
大
名
持
神
社
を
中
心
と
し
て
展
開
す
る
民
謡
、
伝
承
、

歌
の
享
受
と
い
う
柔
軟
な
広
が
り
の
相
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

さ
て
稲
岡
論
文
が
、
吉
野
に
古
く
か
ら
妹
山
、
そ
し
て
背
山

が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
、
そ
の
在
力
な
拠
り
所
は
、

古
今
集
の
次
の
歌
の
存
在
で
あ
っ
た
。
本
居
宣
長
が
『
菅
笠
日

記
」
の
中
で
「
中
に
お
つ
る
吉
野
川
」
と
記
し
た
の
も
こ
の
歌

で
あ
る
。

題
し
ら
ず

な
が
れ
て
は
妹
背
の
山
の
立
か
に
落
つ
る
吉
野
の
川
の
よ

し
ゃ
世
の
中
(
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
五
、
恋
歌
五
、

八
二
八
、
よ
み
入
し
ら
ず
)

こ
の
古
今
集
歌
(
以
下
、
古
今
集
当
該
歌
と
呼
ぶ
)
に
は
吉

野
川
と
妹
背
の
山
と
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
稲
岡
論
文
は
こ

の
歌
の
存
在
を
踏
ま
え
て

吉
今
集
以
前
、
つ
ま
り
万
葉
時
代
か
ら
吉
野
の
妹
背
山
は

存
在
し
て
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
吉
今
集
当
該
歌
が
詠
ま
れ
た
の

は
、
そ
れ
以
前
に
吉
野
に
妹
背
の
山
が
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
が
ら
古
今
集
に
吉
野
の
妹
背
山
が
詠
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
も
っ
て
、
万
葉
時
代
に
お
け
る
吉
野
の
妹
背
山
の
存
在

を
推
し
量
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
与
た
い
。
確
か
に
古
今
集
の

こ
の
「
な
が
れ
て
は
」
の
歌
は
、
「
よ
み
入
し
ら
ず
」
の
作
で

あ
っ
て
、
古
今
集
の
時
代
を

I
「
よ
み
入
し
ら
ず
の
時
代
」
、

E
「
六
歌
他
の
時
代
」
、
車
「
撰
者
の
時
代
」
の

E
期
に
区
分

し
た
場
合
、
ー
の
「
よ
み
人
し
ら
ず
の
時
代
」
詰
最
も
古
い
時

代
に
震
す
る
。
し
か
し
、
吉
今
集
の
よ
み
人
し
ら
ず
の
持
代
と
、

万
葉
集
の
椋
本
人
麻
呂
の
持
代
と
の
摺
に
は
、
大
き
な
径
庭
が

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
平
安
朝
以
降
、
古
今
集
が
絶
大
立

影
響
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
そ
し
て
あ
あ
せ
て
、

平
安
朝
期
に
は
す
で
に
万
葉
歌
が
諦
め
な
く
な
く
な
っ
て
い
た
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村謀長万葉集の背山・妹山 吉野の掠山・背山をめぐって一

こ
と
か
ら
考
え
て
、
事
は
む
し
ろ
逆
で
、
古
今
集
当
該
歌
が
大

名
持
神
社
の
背
後
の
山
を
妹
山
、
そ
し
て
吉
野
川
を
挟
ん
で
そ

の
対
岸
に
あ
る
山
を
青
山
と
呼
ぶ
こ
と
へ
と
導
い
た
と
考
え
る

の
が
自
黙
で
は
な
い
か
。

古
今
和
歌
集
の
範
大
な
影
響
力

吉
今
和
歌
集
は
平
安
朝
以
降
の
和
歌
は
言
う
に
及
ば
ず
、
物

語
、
随
筆
に
も
絶
大
な
影
響
を
与
え
た
。
歌
人
あ
る
い
は
青
(
族

等
の
知
識
人
に
と
っ
て
、
古
今
集
一
一

O
O
首
を
そ
ら
ん
じ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

古
今
集
当
該
歌
「
な
が
れ
て
誌
」
の
歌
誌
「
恋
五
」
の
器
、

し
か
も
そ
の
最
末
尾
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
古
今
集
恋
の
部
は

「
恋
こ

i

「
恋
五
」
の
五
蔀
か
ら
成
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当

該
歌
は
ま
さ
に
古
今
集
の
恋
の
世
界
を
締
め
く
く
る
、
最
重
要

な
位
童
を
占
め
る
歌
で
あ
る
。
し
か
も
後
世
、
古
今
伝
授
秘
伝

歌
の
一
つ
と
し
て
、
重
要
視
さ
れ
人
々
の
関
に
広
く
深
く
浸
透

し
て
い
っ
た
歌
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
当
該
歌
は
以

後
の
歌
人
・
歌
集
に
と
り
わ
け
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
試
み

に
『
新
編
国
歌
大
観
」
の
第
一
巻
〔
勅
撰
集
編
〕
を
繰
っ
て
み

る
だ
け
で
も
、
き
わ
め
て
多
く
の
妹
背
の
山
の
歌
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
も
そ
の
誌
と
ん
ど
が
古
今
集
当
該
歌
を
何
ら

か
の
か
た
ち
で
踏
ま
え
て
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
歌
々
を
少
し
列

挙
す
る
。

法
ら
か
ら
ど
ち
い
か
な
る
こ
と
か
侍
り
け
ん

君
と
我
い
も
せ
の
山
も
秋
く
れ
ば
色
か
泣
り
ぬ
る
物
に
ぞ

あ
り
け
る(
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
七
、
秋
下
、
三
八

O
、
よ

み
入
し
ら
ず
)

イ
を
は
ら
か
ら
の
な
か
に
い
か
な
る
事
か
あ
り
け
ん
、
つ

ね
な
ら
ぬ
さ
ま
に
見
え
侍
り
け
れ
ば

む
つ
ま
じ
き
い
も
せ
の
山
の
中
に
さ
ヘ
へ
だ
つ
る
雲
の
は

れ
ず
も
あ
る
か
な

(
『
後
撰
和
歌
集
」
巻
第
十
七
、
雑
三
、
一
一
二
四
、

よ
み
人
し
ら
ず
)

ウ

題

し

ら

ず

む
つ
ま
じ
き
い
も
せ
の
山
と
し
ら
ね
ば
や
は
つ
秋
ぎ
り
の

立
ち
へ
だ
つ
ら
ん

(
『
拾
遺
和
歌
集
」
巻
第
十
七
、
雑
秋
、
一

O
九
五
、

よ
み
入
し
ら
ず
)

エ

題

し

ら

ず

い
も
せ
や
ま
み
ね
の
あ
ら
し
や
さ
む
か
ら
ん
こ
ろ
も
か
り

ア

-9-
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オ
が
ね
そ
ら
に
な
く
な
り

(
『
金
葉
和
歌
集
』
巻
第
三
、
秋
部
、
二
二
、
春

宮
大
夫
公
実
)

堀
河
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
山
歌

あ
さ
み
ど
り
か
す
み
わ
た
れ
る
た
え
ま
よ
り
見
れ
ど
も
あ

か
ぬ
い
も
せ
山
か
な

(
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
九
、
雑
歌
四
、
二
二

三
O
、
権
中
納
言
国
信
)

名
所
歌
あ
ま
た
よ
ま
せ
絵
う
け
る
中
に
、
恋

、
ず
の
は
で
ふ
る
な
み
だ
の
す
ゑ
や
ま
さ
る
ら
ん
い
も
せ
の
山

の
な
か
の
た
き
っ
せ

(
『
続
後
撰
和
歌
集
」
巻
第
十
二
、
恋
歌
二
、
七
六

三
、
土
鱒
門
院
綿
製
)

題
し
ら
ず

お
ち
た
ぎ
っ
よ
し
の
の
川
ゃ
い
も
せ
山
つ
ら
き
が
中
の
涙

な
る
ら
ん(
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
十
五
、
恋
五
、
一

O
九

三
、
正
三
位
知
家
)

題
し
ら
ず

わ
が
涙
よ
し
ゃ
よ
し
の
の
河
と
な
れ
い
も
せ
の
山
の
か
、
げ

や
う
つ
る
と

(
「
続
千
載
和
歌
集
」

五
五
、
津
守
国
平
)

名
所
恋
と
い
ふ
こ
と
を

な
が
れ
て
も
う
き
せ
な
み
せ
そ
芳
野
な
る
妹
せ
の
山
の
中

河
の
本
(
『
続
拾
遺
和
歌
集
」
巻
第
十
二
、
恋
歌
二
、
七
九

六
、
従
二
位
行
家
)

コ
廷
文
二
年
後
光
厳
院
に
吾
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る

時
、
震
を

春
と
い
ヘ
、
ば
や
が
て
震
の
な
か
に
お
つ
る
い
も
せ
の
河
も

氷
と
く
ら
し
(
「
新
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
一
、
春
歌
土
、
図
、

太
政
大
臣
)

一
読
し
て
、
こ
れ
ら
の
歌
々
が
吉
今
集
当
該
歌
の
枠
組
み
の

中
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
妹
山
と
背
山
の
聞
に
割
っ

て
流
れ
る
の
が
吉
野
川
で
あ
る
と
い
う
構
図
は
歴
然
と
し
て
い

ず

9
0

ハリ
唱
aム

巻
第
十
二
、

恋
歌
二
、

ケ

カキク

ア
i
オ
は
恋
歌
以
外
の
も
の
で
あ
る
。
ア
と
千
は
、
夫
婦
な

ら
ざ
る
兄
弟
の
伸
遣
い
を
詠
む
。
二
人
を
隔
て
る
も
の
は
、
吉

野
山
で
は
な
い
が
、
色
変
わ
り
・
雲
が
踊
て
る
と
詠
ん
で
、
当

該
歌
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
ウ
法
二
人
の
嵩
を
秋
ぎ
り
が
一
掃
つ
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と
詠
ん
で
、
当
該
歌
の
構
留
を
踏
襲
す
る
。
工
法
当
該
歌
の
枠

組
み
を
持
た
な
い
椀
外
的
な
歌
で
あ
る
。
オ
に
つ
い
て
は
別
の

読
点
か
ら
注
目
す
る
(
後
述
)
。

カ
j
ケ
は
恋
歌
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
古
今
集
当
該
歌
の
講
図

を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
説
明
を
要
し
な
い
。
さ
ら
に
カ
と
ケ

は
詞
書
き
に
「
名
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
該
歌
の

構
図
を
有
し
た
妹
背
山
が
、
名
所
と
し
て
認
定
さ
れ
る
ま
で
に

広
く
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
コ
は
恋
歌
で
は

な
く
、
春
歌
で
あ
る
が
、
内
容
は
当
該
歌
の
構
図
そ
の
も
の
で

あ
る
。以
上
は
勅
撰
和
歌
集
に
詠
ま
れ
た
妹
背
山
の
ご
く
一
部
を
取

り
上
、
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
私
家
集
等
の
歌
々
に
広
、
げ
て

晃
て
も
大
勢
は
同
じ
で
あ
る
c

時
代
法
大
き
く
下
っ
て
、
江
戸
時
代
の
明
和
八
年
(
一
七
七

一
)
に
初
演
さ
れ
た
、
浄
瑠
璃
「
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
は
、
吉

野
川
を
挟
ん
で
、
妹
山
に
住
む
雛
鳥
と
、
背
山
に
住
む
久
我
之

助
が
、
名
家
で
あ
る
両
家
の
確
執
の
犠
牲
と
な
っ
て
、
蘇
我
入

鹿
の
お
召
し
を
契
機
に
切
腹
・
討
ち
首
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う

内
容
で
あ
る
が
、
古
今
集
当
該
歌
の
構
図
が
基
本
に
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
山
の
段
」
の
一
部
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。

や
ま
あ
と

・
古
へ
の
。
神
代
の
昔
山
跡
の
。
国
法
蔀
の
始
め
に
て
。
妹

曹
の
始
め
山
々
の
c

中
を
流
る
h

吉
野
川
。わ
び

・
「
今
は
中
々
思
ひ
の
種
。
い
っ
そ
隔
て
恋
詫
る
。
逢
れ
ぬ

昔
が
ま
し
ぞ
か
し
」
と
。
切
な
る
思
ひ
か
き
く
ど
き
。
歎

け
ば
倶
に
秘
共
。
「
お
道
理
で
ご
ざ
り
ま
す
。
ほ
ん
に
ひ

ょ
ん
な
色
事
で
。
隣
同
士
の
紀
伊
国
大
和
。
御
領
分
の
せ

や

い

ひ

な

ど

号

さ

ま

り
合
で
。
お
二
人
の
親
御
様
は
す
れ
す
れ
。
雛
鳥
様
と
久

我
様
の
。
妹
背
の
中
を
引
分
る
妹
山
背
山
。
船
も
筏
も
御

法
度
で
。
た
っ
た
此
川
一
つ
。
つ
い
渡
ら
れ
そ
ふ
な
物
。

小
菊
瀬
踏
し
て
見
や
ら
ぬ
か
乙

お
っ

・
実
尤
嫁
は
大
和
聾
は
紀
伊
国
。
妹
背
の
山
の
中
に
落
る
。

吉
野
の
川
の
水
盃
。
桜
の
林
の
大
鵠
書
室
。
め
で
た
ふ
祝
言

さ
し
ま
せ
ふ
は
い
。

吉
今
集
当
該
歌
の
構
図
そ
の
も
の
と
言
え
よ
う
。

ーi-i
 

四

万
葉
集
の
背
山
・
妹
山

前
節
で
は
古
今
集
の
影
響
力
の
超
大
さ
を
述
べ
た
。
と
は
言

え
古
今
集
の
影
響
は
、
そ
の
前
の
時
代
の
歌
集
で
あ
る
万
葉
集

に
は
及
、
ば
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
と

(
平
安
時
代
以
降
現
代
に
至
る
ま
で
の
)
万
葉
歌
の
理
解
、
万
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葉
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
地
名
の
特
定
等
々
に
は
、
古
今
集
を
は

じ
め
と
す
る
後
世
の
歌
集
歌
の
影
響
が
強
く
及
ん
で
い
る
こ
と

も
、
一
方
で
し
っ
か
り
と
心
得
て
お
か
な
け
れ
ば
右
ら
な
い
。

と
い
う
の
は
、
す
で
に
平
安
時
代
に
は
万
葉
集
の
歌
が
訓
め

な
く
な
っ
て
い
た
。
後
撰
集
(
天
暦
五
年
〔
九
五
二
)
の
撰
者

の
梨
壷
の
五
人
が
、
万
葉
集
を
調
み
解
く
作
業
に
従
事
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示

し
て
い
る
。
調
め
な
い
万
葉
歌
に
一
詠
み
込
ま
れ
た
地
名
を
特
定

し
よ
う
と
す
る
持
、
古
今
集
以
降
の
後
世
の
歌
集
歌
を
重
要
な

拠
り
所
と
し
て
参
照
し
よ
う
と
す
る
の
誌
、
こ
れ
も
ま
た
自
然

の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

村
瀬
前
稽
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
万
葉
歌
に
一
詠
ま
れ
た
紀
伊

冨
の
妹
山
が
、
紀
の
川
を
中
に
は
さ
ん
で
青
山
の
対
岸
に
あ
る

い
わ
ゆ
る
長
者
屋
敷
の
詞
が
そ
れ
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
き
た

(
通
説
)
の
も
、
実
は
古
今
集
当
該
歌
の
彰
響
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
万
葉
集
紀
伊
国
の
背
山
・
妹
山
は
、
城
山
・
鉢
伏
山

の
二
蜂
か
ら
成
る
「
背
山
」
こ
そ
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
紀
伊
国

の
背
山
と
妹
山
の
間
を
紀
の
川
が
割
っ
て
流
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
紀
の
川
の
対
岸
に
妹
山
を
求

め
た
の
は
、
古
今
集
当
該
歌
の
構
図
(
吉
野
川
を
中
に
し
て
両

山
が
あ
る
と
い
う
構
図
)
に
縛
ら
れ
た
た
め
で
る
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
現
象
に
接
す
る
時
、
吉
野
の
妹
山
・
背
山
誌
、

万
葉
時
代
か
ら
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
古
今
集
当
該
歌
の
影

響
下
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
が
確
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
る
の
が
穂
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
古
今
集
当
該
歌
が
い
く

ら
絶
大
な
影
響
力
を
持
つ
と
は
い
え
、
そ
れ
以
前
に
何
の
ゆ
か

り
'
も
な
か
っ
た
山
が
、
妹
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
思

え
な
い
。
で
は
古
く
か
ら
存
在
し
た
大
名
持
神
社
の
背
後
の
山
が
、
妹

山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
そ
の
由
来
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
想
定
が
可
龍
で
あ
る
。
①
第
二

節
で
紹
介
し
た
桜
井
論
文
は
、
大
名
持
神
社
の
神
域
た
る
忌
山

が
、
転
誰
し
て
妹
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
立
っ
た
と
推
定
し
た
。

@
大
名
持
神
(
大
己
責
神
)
と
言
え
ば
、
『
古
事
記
」
の
八
千

矛
神
の
沼
海
比
売
へ
の
妻
関
い
語
(
歌
謡
)
、
お
よ
び
適
后
・

須
勢
理
毘
売
命
の
嫉
妬
謂
(
歌
謡
)
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
妹
」
と
結
び
つ
き
ゃ
す
か
っ
た
た
め
、
大
名
持
神
社
の
背
後

の
山
が
妹
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
つ
も
③
万
葉
集
の
当
該

お
ほ
あ
な
み
ち
す
く
な
み
か
み

歌
(
日
比
の
「
大
穴
道
少
御
神
の
作
ら
し
し
」
の
歌
)
が
影
響

し
て
、
後
世
、
大
名
持
神
社
の
背
後
の
山
が
妹
山
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
万
葉
集
の
当
該
歌
が
ど
の
程
度
広
く
知
ら
れ

て
い
た
か
は
不
明
な
が
ら
、
第
三
館
で
み
た
オ
の
歌
(
『
新
勅

-12-
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撰
和
歌
集
」
所
出
)
の
「
見
れ
ど
も
あ
か
ぬ
」
な
ど
と
い
う
表

現
は
、
万
葉
集
当
該
歌
の
影
響
を
患
わ
せ
る
。

本
稿
は
③
の
見
解
が
一
番
ょ
い
と
考
え
る
が
、
い
ず
れ
も
推

測
の
域
を
出
な
い
も
の
で
法
品
る
。
そ
し
て
こ
の
妹
山
の
存
在

が
、
古
今
集
当
該
歌
の
講
国
と
結
び
つ
い
て
、
吉
野
川
の
対
岸

に
あ
る
、
ち
ょ
う
ど
一
対
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
る
山
容
を

持
っ
た
山
に
、
背
山
の
名
を
冠
し
た
の
で
は
者
い
か
。
背
山
お

よ
び
そ
の
崩
辺
に
は
、
妹
山
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
見
ら
れ
た
よ

う
な
神
社
・
民
俗
・
伝
承
は
見
ら
れ
右
い
。

吉
野
の
場
合
は
、
は
じ
め
妹
山
が
あ
り
、
そ
れ
と
対
応
上
、

対
岸
に
背
山
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
紀
伊
国
の
場
合
は

は
じ
め
セ
ノ
ヤ
マ
(
背
山
)
が
あ
り
、
そ
れ
と
対
応
上
、
対
岸

に
妹
山
(
通
説
。
ロ
頁
に
記
し
た
よ
う
に
、
村
瀬
話
稿
は
背
山

二
蜂
説
を
と
る
)
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
付
言
す
れ
ば
、
こ
れ
も
村
瀬
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、

吉
今
集
当
該
歌
は
も
ち
ろ
ん
現
地
詠
で
誌
な
い
。
吉
野
川
の
誌

と
り
に
立
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
対
罪
に
並
ぶ
再
出
を
挑
め
な
が
ら

歌
っ
た
と
い
っ
た
類
の
歌
で
誌
な
い
。
抗
上
詠
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
世
の
男
女
の
伸
に
疲
れ
果
て
て
諦
め
の
境
地
に
入
っ
た
男

女
の
心
境
を
、
万
葉
集
の
青
山
・
妹
山
の
歌
を
意
識
し
つ
つ
、

し
か
も
万
葉
の
世
界
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
、
妹
山
と
青
山
の

間
を
割
っ
て
激
し
く
流
れ
る
「
吉
野
の
川
」
と
い
う
風
景
を
意

図
的
効
果
的
に
創
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
古
今
集
当
該
歌
の
創
出
し
た
風
景
が
、
後
世
、
紀
の
川

を
中
に
挟
ん
で
背
山
の
対
岸
に
あ
る
山
を
、
そ
し
て
吉
野
川
を

中
に
挟
ん
で
抹
山
の
対
岸
に
あ
る
山
を
、
そ
れ
ぞ
れ
妹
山
{
通

説
)
、
背
山
と
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
検
討
の
結
果
、
万
葉
集
当
該
歌
の
「
妹
勢
能
山
」
が

吉
野
の
妹
山
・
背
山
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
、
当
該

歌
も
万
葉
集
の
他
の
一
回
首
と
同
じ
く
、
紀
伊
国
の
背
山
・
妹

山
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
の
結

論
に
い
た
っ
た
。

本
稿
で
の
考
察
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
患
う
の
は
、
古
今

集
の
影
響
力
の
絶
大
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
一
方
で
、
そ
れ

喰
え
に
こ
そ
万
葉
歌
を
解
釈
し
、
ま
た
万
葉
歌
に
詠
み
込
ま
れ

た
地
名
を
特
定
す
る
場
合
に
は
、
古
今
集
以
降
の
歌
の
解
釈
や

地
名
の
特
定
が
、
こ
れ
ま
で
の
万
葉
歌
の
解
釈
や
地
名
の
特
定

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
(
時
と
し
て
万
葉
歌
の
解
釈

を
ゆ
が
め
、
地
名
の
詩
定
に
色
付
け
を
し
て
い
る
)
こ
と
に
も
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十
分
に
意
を
用
い
て
、
万
葉
歌
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
も
実
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

な
お
本
積
は
、
村
瀕
前
稿
の
補
足
と
い
う
側
面
も
多
い
た
め
、

前
稿
で
す
で
に
述
べ
た
こ
と
に
は
あ
ら
た
め
て
触
れ
な
か
っ
た

面
も
多
い
。
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
く
思
う
。

注

(1)
稲
碍
耕
二
著
『
寓
葉
表
記
論
」
(
塙
書
房
、
一
九
七
六
年
一
一
月
)
、

『
万
葉
集
の
作
品
と
方
法
」
(
岩
波
書
底
、
一
九
八
五
年
二
月
)
、
「
人
麻

呂
の
表
現
霊
界
」
(
岩
波
書
底
、
一
九
九
一
年
七
月
)
等
の
重
厚
な
研
究

が
あ
る
。

(2)
大
名
持
神
社
が
こ
の
地
に
童
か
れ
る
以
前
は
、
三
輪
明
神
が
分
霊
祭

記
さ
れ
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
。
『
大
和
志
』
に
、
「
葛
上
部
」
に
あ
る

「
大
穴
持
神
社
」
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
が
、
「
大
名
詩
神
社
。
在
ニ
朝

町
村
一
韓
日
一
一
二
一
輪
明
梓
一
。
霊
詩
唯
有
一
一
拝
穀
華
表
一
。
福
不
レ
設
一
言
星
一
。

以
レ
存
二
故
実
一
也
。
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
野
本
寛
一
「
信
仰
景
観
論
こ
と
は
じ
め
j
コ
一
輪
出
の
力
i
」

(
「
大
美
和
」
第
一

0
0
号
、
大
神
神
社
、
二

O
C
一
年
一
月
、
山

i
出

頁
)
は
、
三
輪
出
の
景
麗
と
三
輪
詰
停
の
地
方
へ
の
定
著
に
つ
い
て
述

べ
て
、
「
神
聖
惑
に
満
ち
て
美
し
い
三
輪
山
の
山
容
は
、
古
来
、
日
本

人
の
こ
こ
ろ
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
・
な
か
っ
た
。
古
代
人
は
そ
こ
に
神
を

晃
た
の
で
あ
る
。
三
輪
出
を
中
核
と
し
、
一
一
一
輪
出
を
眺
望
で
き
る
一
帯

の
空
間
を
「
信
仰
景
観
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
信
仰
の

発
生
に
際
し
て
、
人
び
と
詰
共
同
問
心
意
的
に
、
い
わ
ば
民
族
的
心
性
と

し
て
心
ひ
か
れ
る
「
信
仰
景
観
」
を
選
ぶ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
指

擁
し
た
う
え
で
「
一
一
一
輪
出
の
景
観
を
基
点
と
し
て
地
方
に
お
い
て
三
輪

た
か
く
さ
や
ま

信
停
を
定
着
さ
せ
た
例
」
と
し
て
、
「
高
草
山
」
(
静
開
票
の
焼
津
市
・

静
岡
市
・
岡
部
町
に
ま
た
が
る
標
高
五

O
一
・
四
メ

i
ト
ル
の
山
)
を

挙
、
げ
て
い
る
。
吉
野
の
大
名
持
神
社
の
背
後
の
妹
山
辻
、
彰
の
整
っ
た

円
錐
形
の
山
容
を
有
し
、
コ
一
輪
出
の
山
容
に
通
じ
る
。
野
本
論
文
の

「
信
仰
景
観
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
妹
由
の
景
観
が
こ
の

地
に
三
輪
信
仰
を
定
着
さ
せ
、
三
輪
明
神
(
大
物
主
神
)
を
分
記
さ
せ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
斉
明
朝
の
詩
代
に
、
出
雲
の
大
名
持
持
が

こ
の
地
に
勧
請
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

(3)
「
式
内
社
調
査
報
告
」
〔
第
二
巻
、
京
・
畿
内
2
〕
(
皇
事
館
大
事
出
版

部
、
一
九
八
二
年
二
月
、
紡

i
m
u
頁
)
に
、
「
(
大
名
持
神
社
は
)
中
世

に
妹
背
神
社
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
『
大
持
分
身
類
社
鈴
』
で
知
ら

れ
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
世
に
は
大
名
持
神
社
の
背
後
の

山
が
、
妹
山
者
い
し
詰
妹
背
出
と
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

(4)
大
名
持
神
社
の
祭
神
は
「
大
名
持
命
御
魂
神
・
須
勢
理
比
洋
命
・
少

彦
名
命
」
(
「
式
内
社
調
査
報
告
」
〔
第
二
巻
、
京
・
畿
内
2
〕
)
で
、
須

勢
理
比
埠
命
が
祭
神
の
一
柱
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
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